
 

②核燃料物質の区分

に応じ、天然ウラ

ン、劣化ウランにつ

いては、それぞれ 300

ｇまでの値を、トリ

ウムについては 900ｇ

までの値を記入しま

す。 

数量を決められない

場合は、天然ウラ

ン、劣化ウランにつ

いては、値をそれぞ

れ 300ｇに、トリウム

については 900ｇと記

入します。実際に使

用する数量と同じ値

である必要はありま

せん。 

①管理下にない

核燃料物質の発

見に係る報告書

に記入した、天

然ウラン、劣化

ウラン、トリウ

ムのいずれかを

プルダウンリス

トから選択しま

す。複数の核燃

料物質を発見し

た場合には、セ

ル毎に選択しま

す。 

管理下にない核燃

料物質を発見し、

これを保管管理す

る場合は、記載の

とおりとします。 

使用の終了時期が明確で

ない場合は、記載のとお

りとします。 

管理下にない核燃

料物質を発見し、

これを保管管理す

る場合は、記載の

とおりとします。 
手数料の納付方法を選

んで○を入れます。 

手数料の納付方法を選

んで○を入れます。 


